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１ 研究題目   

主体的に自分の役割を果たそうとする子どもの育成 

―キャリア教育の実践を通して― 

２ 研究のねらい 

  私は、主体的に自分の役割を果たそうとする子どもを育てたい。私が考える主体的に自

分の役割を果たそうとする子どもとは、教材を通して学んだことを自分の役割の中で、ど

のように生かすことができるかを考える子どものことである。将来、４９％の仕事がＡＩ

やロボットによって代替可能となると予測されている変化の激しい社会の中では、状況に

応じてよりよく判断して、自分らしさを生かしながら自分の役割を果たしていくことがで

きる力が求められる。また、学校という小さな社会の中で自分の役割を果たしていくこと

は、ナゴヤ学びのコンパスで重視されているキャリア教育にも深い関わりがあると考え

る。「小学校キャリア教育の手引き」を確認したところ、キャリア教育で育成すべき力（基

礎的・汎用的能力）のうち、「人間関係形成・社会形成能力」、「自己理解・自己管理能力」

の二つの能力は、本テ

ーマと特に深い関わり

があることが分かっ

た。これらのことから

も、主体的に自分の役

割を果たそうとする子

どもを育てることは意

義深いと考える。 

３ 研究の方法 

（１）研究の対象  ６年３組（２７名） 

（２）子どもの実態 

   本学級の子どもは、委員会活動や学級の当番活動などの与えられた役割には一生懸命

取り組む姿が見られる。しかし、自分の役割に「より工夫したい」と思いをもって取り

組もうとする姿勢はあまり見られない。また、６年生としての意識を把握するためのア

ンケート調査では、みんなの手本となれるよう様々な役割を頑張りたいと思う一方で、

リーダーの経験が少なく、

最高学年として、役割を果

たすことができるか不安を

感じている子どももいるこ

とが分かった。このことか

らも、主体的に自分の役割

を果たそうとする子どもを

育てることが重要であると

考える。 
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（３）手だて 

  ① 自己をみつめるための工夫 

（事前・授業） 

    子どもが教材の登場人物と自分を重ね合わせて考えることができるように、授業の事

前や導入で自分の日頃の役割を想起したり、教材に対する考えをもったりする活動を行

う。教材に合わせて、タブレットを活用して事前アンケートや教材への疑問・感想カー

ドに取り組むようにする。 

  ② 生き方につなげるための工夫 

（事後） 

授業の学びをさらに深めることができるように、子どもにとって身近な教材を準備

し、ミニ道徳を行う。ミニ道徳とは、１５分程度の短い時間で行う道徳教育のことであ

る。授業のねらいに関わりのある場面について、「自分だったら…」という視点で二つの

立場から自分の考えに近いものを選び、グループで話し合う活動を行う。立場を選んだ理

由を伝え合うことで、様々な視点から考え、自己の生き方に生かせる考えが見付けやすく

なると考える。 

上記の工夫を講じるとともに、二つの能力を身に付けていくことにつながる教材を選

び、子どもの実態に応じて、三つのステップでキャリア教育と関連させた道徳の授業実践

を行っていく。 

（４）実践計画（構想図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究内容（第１次実践） 

（１）主題 自分の役割を果たす (Ｃ よりよい学校生活、集団生活の充実)  

（２）ねらいと教材 
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（３）実践の様子 

 ① 自己をみつめるための工夫 

 【事前】６月末に、学校のリーダーとしてどんな役割を果たしてきたかを子どもたちに尋

ね、事前アンケートを行った。 

【導入】始めに、事前アンケートの

結果を提示した。次に、分団の班長

や委員会活動、縦割り集会の司会な

どの役割に取り組む写真を見せ、リ

ーダーをする中で、うれしい・楽し

いと感じることを尋ねた。すると、

「１年生に掃除の仕方を教えるとや

ってくれる」「縦割り集会のとき、み

んなが楽しく遊んでくれる」と答え

た。リーダーをする中で、大変・困ったと感じることを尋ねると「分団で一年生が話を聞

いてくれない」「プレッシャーを感じる」と答え、友達の発言に共感する姿が見られた。 

 【展開】教材を読み、主人公の明葉がキャンプを楽しみにしながらも不安に感じていたこ

とに共感できるようにし、話し合っていった。（話合い活動の形態） 

 

 

 

 

 

  誰の立場を考えた行動か下の図のように三つの視点を与え、明葉の思いをワークシートの

クローバーの葉の部分に記述する活動を行った。「むつみが」と「みんなが」の欄には、す

ぐに考えを記述する姿が見られたが、「自分が」の欄は、何を記述するか悩む子どもの姿が

見られた。全体で話し合う場面では、次のような考えが出された。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

 

 

三つの視点について考えを共有すると、明葉がリーダーとして様々な思いをもって行動

したことでよりよいキャン

プになったことを捉えるこ

とができた。その後、縦割

り集会で５年生を支えた経

験を振り返り、「学校のリー

ダーとして、どんな考えや

行動が必要でしょう」と発

問した。ワークシートに書

いた考えを共有すると、「自

Ｔ：「明葉の行動でいいなと思うのはどんなところですか」（ペアトーク→全体） 

Ｃ：「けがをしていないか確認したところ」 Ｃ：「すぐにむつみのところへ向かった」 

Ｃ：「むつみが謝るのについていったところ」 

Ｔ：「むつみさんは、明葉さんについてきてもらったらどのように思いますか」 

Ｃ：「安心する」 Ｃ：「冷静に考えて行動しているね」 

Ｔ：「明葉はどんな思いで行動したのでしょう」（ペアトーク→アップデートタイム→全体） 

Ｃ：「むつみさんに、笑顔でいてほしい」 

Ｃ：「みんなにとって楽しいキャンプになってほしい」 

Ｃ：「自分がみんなを不安にさせたり、心配させたり 

しないようにしたい」 

Ｃ：「みんなが安全にいられるように」 

Ｔ：「明葉が思いをもって行動していなかったらどん 

なキャンプになっていたでしょう」 

Ｃ：「つまらないキャンプになっていた」 

Ｃ：「みんな面白くなかったと思う」 

Ｔ：「このクローバーの中心にあるのは、どんな思いだろう」 

Ｃ：「みんな仲よく」 

Ｃ：「６年生としての責任を果たしたい」 
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分が中心として活動しなくても優しく支えたり、アドバイスをしたりする」「冷静に考え、

ときには誰かを支え、寄り添う」と周りや状況を見て支えるリーダーの役割が出された。

これまで、みんなを引っ張っていくことや教えることがリーダーの役割と考えていた子ど

もの考えが広がった。 

② 生き方につなげるための工夫 

【事後（ミニ道徳）】朝の時間に動画教材を見て、チームのキャプテン（リーダー）の役割

について話し合った。 

 

 

 

動画を見た後、自分だったらどうするか立場を選び、選んだ理由を記述した。次に、生活

班のグループで話し合った。進んで自分の考えを伝える姿や、違う立場を選んだ友達に質問

して、「それも分かるよ」と考えに共感する姿が見られた。 

数日後、子どもたちが自分らしさをより捉えられるように中学校ブロックのキャリアナビ

ゲーターに協力いただき、「ジョハリの窓」を活用した自他のよさを捉える出前授業を行っ

た。子どもたちは友達に自分のよさを伝えてもらい、新たなよさに気付くことができた。ま

た、授業の振り返りには、「よいところを伝えてもらって、自信になった」という記述が複

数見られた。 

（４）成果と課題 

事前アンケートや導入で自分の役割を想起することで、子どもたちは、教材の主人公

のリーダーとしての役割に対する楽しみな気持ちや不安な気持ちに共感して考えること

ができた。一方で、リーダーの経験が少ない子どもも多いため、教材を通してリーダー

としての役割を捉えた後に、自分の役割を想起する授業展開の方がより子どもの考えが

深まったのではないかという意見を校内でいくつかいただいた。 

誰もが理解しやすいストーリーの動画を教材としたことで、子どもたちは、自然と「自

分だったら」と考えることができた。しかし、動画教材は子どもたちへのインパクトが

強かったため、自分の生き方に結び付けて考えることができていない記述が多く見られ

た。 

５ 研究内容（第３次実践） 

（１）主題「くじけないで」 (Ａ 希望と勇気，努力と強い意志) 

（２）ねらいと教材 

（３）実践の様子 

 【事前】教材を事前に読み、明子さん

がフィギアスケートの大会で演技をす

る動画を見せた後、「自分と比べて、

明子さんのすごいと思うところはどこ

ですか」と問い掛け、考えを学習支援

アプリに提出するようにした。 

【導入】事前に子どもが提出したカードの内容を提示し、全体で共有した。 

 【展開】困難な状況を乗り越えてオリンピックに出場した明子さんの生き方を確認した後

に、明子さんの複雑な気持ちを捉えていった。 
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全体では、希望や勇気、強い思いが明子さん

の努力を支えていたことを捉えることができ

た。「もし、練習しても三回転のジャンプがで

きなかったり、オリンピックに出られなかった

りしたら、努力は無駄だったのか」と問い掛け

ると「無駄ではないと思う」「他の場面で生か

していくことができる」と答えた。 

【終末】振り返りには、「私はまだくじけたこ

とがないけれど、努力は人の気持ちや思いで変

わると思った」といった今の自分を見つめて考

えた記述や、右のようにあきらめない心の大切

さを捉え、これからの生き方について考えを深

めた記述が見られた。 

 【事後（ミニ道徳）】４月の子どもたちの姿につながる教材を準備し、自信や思いをもつこ

との大切さについて考えた。今回は、より自分の経験と重ね合わせて考えることができる

ように、二つの立場から選ぶのではなく自由に考えることができるようにした。 

Ｔ：「コーチに三回転の連続ジャンプが必要だと言われたとき、明子さんは、どんなことを考えていた

でしょう」（ペアトーク→全体） 

Ｃ：「『やれるものなら、やってみたい』と挑戦したいと思っていた」  

Ｃ：「『無理かもしれない』と不安だった」 

Ｔ：「前向きな気持ちと後ろ向きな気持ちのどちらが大きかったと思いますか」 

（挙手）前向きな気持ち⇒４人 後ろ向きな気持ち⇒１１人 半分ずつ・その他⇒１０人  

Ｔ：「明子さんがくじけそうになったときでも努力できたのは、どんな気持ちがあったからでしょう」

（ペアトーク→アップデートタイム→全体） 

Ｃ：「お母さんにもらった励ましの言葉を大切にしよう」  

Ｃ：「ジャンプを成功させて達成感を味わいたい」 

Ｃ：「やり切って悔いなく終わりたいという気持ち」 

Ｔ：「だから、勇気をもって練習に取り組むことができたんだね」 

Ｃ：「スケートが好きで『跳びたい』という気持ちもあった」 

Ｃ：「オリンピックに絶対出たい」 Ｃ：「自分が出せる本気を尽くすんだという強い気持ち」 

Ｔ：「目標を達成したい思いが強かったんだね」 
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「『ぼく』が『しっかりと役割を果た

すことができた』と思うことができた

のは、どんな思いをもって、役割に取

り組んだからでしょう」と発問し、グ

ループで話し合った。全体では、活動

する中でリーダーとしての自覚が芽生

えたことや、目標や勇気をもって努力

（行動）をしたことが役割をしっかり

と果たせたという達成感につながった

ことを全体で共有した。振り返りに

は、「自分に自信をもって周りと助け合いながら生活していきたい。自分の役割をしっかり

果たしたい」といった、役割を果たすことに対して意欲を高めた記述が見られた。 

（４）成果と課題 

 事前に、自分と比べて明子さんのすごいと思うところを問うことで、子どもたちは、

自然と自分の生き方を見つめて考えることができた。また、導入で事前に考えた明子さ

んのすごいところを共有したことで、明子さんの気持ちを考えやすくなり、中心発問で

は、希望や勇気、強い思いが努力の支えになることを捉えることができたと感じた。 

 子どもの姿につながる教材を準備することで、自分と重ね合わせて考え、役割を果た

していくことについての意欲を高めることができたと感じた。 

６ 研究の成果と課題 

＜成果＞ 

○ 事前や導入で教材に対する考えをも

つことで、登場人物と自分を比べた

り、関わらせて考えたりすることがで

きた。また、子どもの疑問や考えを授

業の中で生かすことができた。 

○ ミニ道徳を行うことで、実生活によ

り近い場面で役割を果たすことについ

て、自分の考えをもつことができた。 

＜課題＞ 

● 授業の中で、教材だけでなく実生活につ

いて振り返ることは大切だが、効果的なタ

イミングや方法を考えていく必要がある。 

→子どもの思考の流れを意識し、授業展開を

考えていく。 

● ミニ道徳で提示した場面以外に考えが広

がらなかった子どももいた。 

→様々な条件や状況を想定できるような声掛

けを行うようにする。 

７ 研究のまとめ 

  実践前と比べると、自分の思いをもって役割を果たす姿が増えた。２学期を振り返った

キャリアパスポートには、「縦割り集会では、みんなに声を掛けたり、遊びを考えたり、い

ろいろとチャレンジできた」という記述も見られた。 

また、実践後、ミニ道徳をより生き方につなげるために、学活の時間に１学期に行った自

他のよさを捉える活動を再び行った。子どもたちは、「よいところが増えた」や「この自分

のよさは変わっていない」と自分のよさを捉え直していた。授業のまとめに自分のよさを生

かしたリーダーシップ（＝マイリーダーシップ）を考える活動を行うと、部活動や委員会、

縦割り集会など、自分のよさを生かせる

場を一人ひとり考えることができた。こ

れは、道徳とキャリア教育を結び付け、

自分の役割について考えたことで、より

自分の役割を果たそうとする意欲を高め

たり、自信をもつことにつながったりし

たからだと考えられる。今後も、道徳と

キャリア教育をつなぎ、主体的に自分の

役割を果たそうとする子どもを育てることができる授業づくりを目指していきたい。 


